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1.  はじめに	
 
	
 近年,	
 我が国においては,	
 日々の食生活等に起因

する生活習慣病患者が増大し地域医療費の経済的負

担が社会問題になっている.また,この対策として

2008 年度より特定保健指導制度が開始されたこと

によって,	
 国民の間では健康管理，特に栄養管理・

指導に関して注目が集まるようになってきてい

る.1)	
 	
 

	
 	
 生活習慣病の予防としての食事管理については,	
 

長期間継続して取り組まなければ効果が表れない．	
 

摂取した食事の内容を登録して個人でカロリーなど

を管理する Web サイトなどは多数存在している．し

かし，そのような Web サイトを用いて個人が自宅で

食事管理を継続することは一般的に根気を要する作

業である．また，患者が摂取した食事の栄養データ

を管理する栄養士や管理栄養士のための情報システ

ムも存在している．しかし，これらのシステムは各

食材の詳細な栄養データを入力する必要があり専門

知識を要するため，食事を摂取する利用者を対象と

するものではない．現在，患者個人の食事管理と栄

養を管理する側と両者にとって使いやすい情報シス

テムの開発が望まれている.1)	
 

	
 

2.  先行研究	
 
著者らは,	
 患者，健康管理者などを対象に,	
 健康

（バイタル）データ，摂取食事データ，運動データ

を 一 元 的 に 統 合 し て 管 理 で き る シ ス テ ム

WSS(Wellness	
 Support	
 System	
 )を開発している.こ

のシステムにおける摂取食事登録機能の画面例を図

1 に示す.ここでは左側の料理（食品）アイコンを

右側のテーブルにドラッグ＆ドロップするだけで

日々の食事が簡単に登録できる．この摂取食事デー

タから摂取された栄養素をグラフによって時系列に

表示することができ,	
 利用者が栄養素ごとの目標値

や閾値を確認することも可能である.	
 	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

しかし，このようなシステムがあっても健康管理

に無関心であれば利用継続されることはない．例え

ば，著者らはこのシステムを岩手県立大学健康サポ

ートセンターで利用することを提案している．当セ

ンターでは，体重に問題がある（BMI25 以上または

BMI17 以下）学生・職員を対象に個々の食事管理・

指導を行う体制をとっている.	
 しかし,	
 対象となる

利用者に摂取食事の管理を呼びかけても,時間がな

いなどの理由でそれに応じる対象者は少ないのが現

状である．このため自己の健康管理や食事管理に対

して何等かの動機づけ，継続支援の工夫が求められ

ている.	
 本研究では，WSS をベースに利用継続を支

援する機能の追加を目的としている．	
 

	
 

	
 
図	
 1.	
 WSS の摂取食事登録画面	
 

	
 

3. 本研究のアプローチ	
 
	
 対象者の行動に着目した保健指導方法に関しては

これまで様々な理論やモデルが提唱されているが,	
 

近年では 1980 年代に Prochaska らにより発表され

たトランスセオリティカル・モデル（TTM）が注目

を集めている.	
 TTM は	
 対象者を行動に対して,	
 実

際に行動や意識に応じて５段階のステージに分け,	
 

それぞれのステージに応じた情報・介入方法を提供

することで,	
 最終的には行動を維持・向上できるま

で支援するモデルである.TTM を用いた栄養管理や

運動指導法に関する研究 2)はいくつかあり,	
 比較的
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成功度が高いという結果が得られている.	
 

	
 そこで本研究では,	
 具体的な健康管理組織の下で

対象者が継続利用可能な WSS を開発するため，まず

健康管理にとって最も重要である食生活改善支援に

焦点を絞り，岩手県立大学健康サポートセンター

（健康管理者）をフィールドとして,TTM の考え方

を実装する方法について明らかにする.	
 	
 

	
 

4.  食生活改善支援の基本的な流れ	
 
	
 著者らはまず WSS の中に食生活改善支援機能とし

て図２に示す食事登録・目標達成登録機能～指導・

閲覧機能を実装した．これらの機能は健康管理者と

の連携により,	
 利用者の食生活改善を支援するため

のものである,	
 	
 

	
 
図	
 2.	
 システムの機能	
 

	
 

この機能は文献で提案されている 6ヶ月毎に繰り返

すサイクル（①〜⑤）3)の項目中の③，④に該当す

る．	
 

①	
 食行動アセスメント	
 

②	
 行動変容の状態と目標設定と実践の支援	
 

③	
 セルフモニタリングの支援	
 

④	
 継続、ステップアップへの支援	
 

⑤	
 評価	
 

	
 

5.  提案機能	
 
5.1	
 セルフモニタリング継続支援機能	
 

	
 TTM では,	
 利用者の継続度・気持ちの変化を評価

し意識の変化を確認することが重要とされている.

そこで本機能の実装においては，日々の摂取した食

事を記録するだけでなく,	
 事前に健康管理者と相談

して定めた食行動の目標を達成できたかを記録する

機能を設けることにした.	
 利用者と健康管理者は，

摂取食事履歴を確認することに加えて，その日の食

行動目標を達成できたかを確認することが出来る.	
 

この定めた食行動の達成度は自分自身での評価もし

やすく,	
 食生活改善行動のモチベーション維持につ

ながると期待できる.	
 	
 

5.2  指導者の積極的支援機能	
 
	
 TTM では,	
 利用者のモチベーション維持には，自

己達成度評価だけでなく，指導者や仲間とのコミュ

ニケーションも重要とされている．現状では指導者

側は数ヶ月程間隔で対象者に対面指導を行っている

が,	
 本提案システムではいつでも利用者にコメント

指導・アドバイスすることを可能とするため，複数

のユーザ情報（摂取食事履歴,	
 食行動の達成度）を

日々閲覧し,必要に応じてシステムを通じてコミュ

ニケーションがとれる機能を実装する．また,仲間

とのコミュニケーション機能を実現するため，同じ

ステージまたは関心のある食生活テーマごとに利用

者のデータを共有化・可視化する機能を実装するこ

ととした．	
 

	
 

6.  開発状況	
 
	
 上記の二つの提案機能については、仲間とのコミ

ュニケーション機能を除いては WSS への実装がほぼ

終了し，現在システムテストを行っている段階にあ

る．	
 

	
 

7.  おわりに	
 
	
 本研究では,	
 食生活改善支援に対して TTM の考え

方をベースに，①利用者が日々の摂取食事や食行動

について登録して目標達成度を確認することができ

る機能,	
 ②健康管理者が複数の利用者情報を一括管

理できる機能を提案し，先行研究の WSS に実装した.	
 

今後は,	
 残された機能の実装を行って WSS を完成

させて,	
 2012 年度に WSS の実証実験フィールドで

ある岩手県立大学健康サポートセンターに導入する

予定である．その後,	
 さらにシステムの評価・改善

を行ってゆく.	
 	
 

	
 本システムは,	
 主に在宅で PC による利用を想定

して構築を行っているが,	
 スマートフォンなどの携

帯端末を利用した健康サポートのニーズも高まって

おり 4),	
 携帯端末からの利用についても検討を行う

必要がある.	
 	
 	
 	
 

	
 最後に，研究遂行上貴重なアドバイスを頂いた岩

手県立大学健康サポートセンターの関係各位に感謝

します.	
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